
　 apanese Sword Workshop
 　Forge small knife guided by a professional swordsmith

夏休みの自由研究に。京都府唯一の刀鍛冶に学ぶ小刀作刀ワークショップ！

※画像はイメージです。作刀するのは小刀で、火造からの体験となります。

※ 原寸大

この夏休み、弊社が外国人観光客向けに提供してきた小刀作刀ワークショップを、小中学校のお子さまのいるご家族にもご提供

いたします。約1時間半で日本刀鍛造プロセスの一部を体感し、親子で作刀したオリジナルの小刀と日本刀の鍛造法・関係する

文化や歴史についてのワークシートをお持ち帰りいただけます。

日本文化を感じるお寺にて、各国からの参加者との触れ合いもある、活気あふれる雰囲気の中、日本刀の作刀技術に込められた

知恵と文化に触れられるこの機会に、是非、親子でご参加ください！　★参加者評価 9.7/10

Forge on our own,
using our whole body.
Be a swordsmith!

①   9:00～10:30

② 10:30～12:00

③ 12:00～13:30 
④ 14:30～16:00

⑤ 16:00～17:30 　

* 参加ご希望の方は、事前にご希望の時間帯(左記①～⑤)をお知らせの上、ご予約ください。
* 刃渡り7~9cmの小刀と、日本刀の鍛造法・関係する文化や歴史についてのワークシートをお持ち帰りいただけます。
  小刀とワークシートは、お子さまの自由研究の題材として、活用していただけます。

体験料: 6,000円（外税）

J

ご予約

開催日  ：  2018年7月29日(日)　場所：日蓮宗  本山｜本法寺
　　　　  8月25日(土)、26日(日)　場所：日蓮宗｜大立寺

添乗員はおりませんが、現地で係員がご案内いたします。
体験は各時間枠に1名以上の方が参加する場合に催行いたします。
お客様のご要望に応じ、責任者が契約条件の詳細をご説明いたします。

www.facebook.com/TradiJapan/

開催時間

* 柄への麻紐巻体験（税込1,080円）、小刀に合う桐箱（税込1,080円）等のオプションもご用意しています。

https://tradi-jp.com/

guestsupport@tradi-jp.com

050-5243-7502

トラディ合同会社（京都府知事登録旅行業者第3-700号）
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京都府南丹市出身。

中学生の頃、日本刀の神秘的な美しさに魅了され、刀匠を志す。

2005年、福島市の刀工・藤安正博さんに入門。7年間、修業を重ねる。

2014年、亀岡市に「将大鍛刀場」を立ち上げ、京都府で唯一、日本刀を制作している。

オーダーメードで日本刀づくりに取り組む傍ら、

「日本の文化を深く知るきっかけになれば」と、外国人向けの鍛刀体験を受け入れている。

刀工   中西 裕也 　Yuya Nakanishi | 

Swordsmith Profile　

（URl  http://eishouzan.honpouji.nichiren-shu.jp/）

京都御所

■同志社大学寒梅館 ■同志社大学
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バス情報
*  京都駅より
京都市バス9番/バス停B1/約30分
*  四条河原町より
京都市バス12番/バス停D/約30分

日蓮宗 本山 本法寺
〒602-0061 京都市上京区小川通寺ノ内上ル本法寺前町617番地

大立寺は慶長5年（1600）頃、圓通院日純上人によって開創されました。

近くには、天台宗五大門跡寺院の一つである毘沙門堂があり、毘沙門堂の御門主

とは100年以上にわたる親交がありました。

本堂正面、「圓通殿」の額は、毘沙門堂準后宮御門主の御真筆と記されている他、

過去帳には、毘沙門堂御門主の御戒名が記載されており、御命日には御回向を

申し上げていました。さらに、大立寺の山門は毘沙門堂より下賜されたと伝えられて

おり、瓦には天皇家ゆかりの十六弁菊の御紋章があります。

About　

日蓮宗　大立寺 　Dairyuji Temple| 

Photo by 663highland

苦難を超え続けた、芸術家の集まるお寺！

About　

日蓮宗 本山　本法寺 　Honpouji Temple| 

本法寺は創建の時期や場所が諸説ありますが、永享八年(1436)東洞院綾小路が

始まりとされています。しかし永享十二年(1440)に取り壊されてしまいます。

康正年間(1455－57)に四条高倉で再建するも寛正元年(1460)2度目の取り壊しに

あいます。今度は三条万里小路に再建し、一門の中心地と定め繁栄していきます。

しかし苦難は続き、天文五年(1536)の宗派間の紛争(天文法難)により焼失し、

大阪堺へ避難する事となります。天文十一年(1542)に一条戻橋付近で再建するも、

天正十五年(1587)、豊臣秀吉の洛中整理命により現在地へ移転することとなります。

度重なる苦難のなかでも数多くの芸術家と縁をもち、安土桃山時代から江戸時代に

かけて書･絵画･陶芸･漆芸など多岐にわたり活躍した本阿弥光悦による「巴の庭」

(国指定名勝)、同じく安土桃山時代から江戸時代初期を代表する絵師長谷川等伯の

縦10m横6mにもおよぶ「佛涅槃図」(※国指定重要文化財)が残されており、今も尚、

当時の芸術家の心を感じる事ができます。

地下鉄東西線

Access 日蓮宗 大立寺
〒607-8008 京都市山科区安朱東海道町56番地
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京阪京津線

 （URl  http://dairyuji.net/）
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* JR/京都市営地下鉄/京阪京津線 
   山科駅から徒歩10分
* 名神京都東ICから車で10分


